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越後中里の蛍 ２０１８年７月７日





2015年ノーベル生理学・医学賞受賞
大村智 北里大学特別栄誉教授
（おおむらさとし、1935年生まれ ）
微生物の生産する有用な天然有機化合物の探索研

究を45年以上行い、これまでに類のない480種を超え
る新規化合物を発見し、それらにより感染症などの
予防・撲滅、創薬、生命現象の解明に貢献している
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(Transplant Proc 2010)

(J Hepatobriary Panc Sci 2013) (Transplant Proc 2009)

Clinical Microsurgery in JMU



イスタンブール宣言
(Istanbul, 30th April – 3rd May 2008)

１．Organ trafficking（臓器取引）、Transplant tourism（移植ツーリズム）、
Transplant commercialism（移植商業主義）等の内容を明確して、人道

的、社会的、国際的に問題があるものに対し世界的に反対すること。

２．死体（脳死、心停止）ドナーを自国で増やし、自国での臓器移植を増
やすよう呼びかけること。そのために国際的協力をすること。

３．生体ドナーは、ドナー保護を最優先し、選定や移植に関わる総合的
な保障等の制度を国家的に取り組むよう呼びかけること。

152 professionals from 78 countries

（Ｌａｎｃｅｔ ２００８年７月６日）



国会参議院
（6 Sep ,2009）

http://www.yamamoto-hiroshi.net/images/diary/090706-1.JPG


人間愛のプロメテウス



ＮＨＫスペシャル ２００９

人体“製造”
ー再生医療の衝撃ー





1962年 Shimomuraらにより単離・精製される。

1994年 Chalfleらが、遺伝子工学的手法を用い
てGFPを生体細胞内で発現させること
に成功。

1996年 TsienらがX線結晶構造解析法によって
解析に成功。

2008年ノーベル化学賞『緑色蛍光タンパクの発見と応用』受賞者
と‘ＧＦＰ動物’の誕生

1997年 岡部らが‘GFPマウス’を発表。

2001年 小林らが‘GFPラット’を発表。

2006年 小林らが‘GFPウサギ’を発表。

2007年 小林らが‘GFPブタ’を発表。

2005年に発表した世界最高
の光を出すGFPラット。

配布資料1/4



世界一光るＧＦＰラット ２００５年小林ら発表



小学校の教科書にも載っている

（小林英司博士提供）



移動

脳梗塞モデルで神経幹細胞が梗塞部位に移動
することを観察

脳梗塞部位

Red: Nestin Red: GFAP

(自治医科大学・井上先生論文発表 2005)

注入

何の研究に役立つの？ 配布資料2/4
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可視光と蛍光



ゲンジホタルの成虫
（キャノンサイアンスキッズラボより）



ホタルルシフェリン-4-モノオキシゲナーゼ (ATP加水分解)
(Photinus-luciferin 4-monooxygenase (ATP-hydrolysing))
通称：ホタルルシフェラーゼ (firefly luciferase) 

ホタルの化学発光を触媒する酸化還元酵素である。

1957年 単離・精製される。
1961年 平面構造が決定されている。
1985年 ホタルルシフェラーゼ遺伝子がクローニングされる。

2006年 小林らが、ホタルルシフェラーゼ遺伝子導入ラットを発表。

2006年 中津らが、発光反応に伴うルシフェラーゼの一連の反応を明らかとするために反応中
間体のアナログを合成し、構造解析。

蛍はなぜ光るの？ 他の動物も蛍みないに光らせられるの？

1988年 DiLellaらがホタルルシフェラーセ遺伝子導入マウスを発表。

配布資料3/4



世界で初めての蛍ラット ２００６年小林ら発表



移植された腎臓が働くようになるか？ならないか？を目で見る

(北里大学獣医学部・岩井先生論文発表 2012 )

働く場合 働らかない場合

何の研究に役立つの？ 配布資料4/4



医療倫理を教えるアスクレピオス

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/d/d2/Asklepios.3.jpg


unfertilized egg

Distraction of Nuclei 
by UV irradiation

Reprograming

( Gurdon JB, J Embryo Exp Morphol 1962)Tadpoles
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Embryo

Reprograming

Injection

John Bertrand Gurdon
Novel Prize in Physiology or Medicine ２０１２



ブタ卵を用いた体性クローン技術



Cloning of Macaque Monkeys by Somatic Cell 
Nuclear Transfer

(Liu Z, et al. Cell  https://doi.org/10.1016/j.cell.2018.01.020)

中中（チョンチョ
ン）
華華 （ホワホ
ワ）



平成３０年度北里大学公開講座プログラム

いのちを科学することを共に考え
てくださりありがとうございました
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